
○ 背景

非破壊検査は構造部材の品質評価、維持管理の為に不可
欠な技術である。ここでは非破壊検査法の中でも赤外線
サーモグラフィを利用した検査方法に注目している。赤外線
サーモグラフィ法はランプ加熱等により検査対象表面を加熱
し、赤外線カメラで観察された加熱後の表面温度を分布から
内部異常部の有無を検査する手法である（Fig. 1）。欠陥部で
の断熱効果等により、欠陥箇所表面では局所的な温度変化
が観察される。本手法は対象に対して非接触での検査が可
能であり、簡便かつ効率的な検査方法として期待されている。

○ 研究課題

本研究では赤外線サーモグラフィ法による検査精度の高
度化、検査の実用化に向け、種々の検討を行っている。精度
向上の面では、Fig.2のように観察された温度画像の各ピクセ
ルでの温度変化に対して時間方向のフーリエ変換を行うこと
で得られる位相画像を利用することで、欠陥検出深さが向上
することを確認している。また、実用化に向けては橋梁など
のコンクリート構造や大型複合材料構造物の高効率検査の
実現を念頭に、対象物の10-20 m遠方からの加熱、観察によ
る検査の実現を目指し、加熱装置（高集光加熱ランプ、レー
ザ加熱等）および検査システムの開発に取り組んでいる。
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Fig. 1 赤外線サーモグラフィによる非破壊検査概略図

Fig. 2 層間剥離を有する炭素繊維強化プラスチック（CFRP）
への実験より得られた温度画像と位相画像の比較
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中央に衝撃試験の実施に伴う
層間剥離が内在


